
国
内
で
大
量
死
し
た
ミ
ツ
バ
チ
の
死
骸
を
農
林
水
産
省
が

分
析
し
た
と
こ
ろ
、
半
数
以
上
か
ら
水
田
で
ま
か
れ
た
ネ
オ

ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
が
検
出
さ
れ
た
、
と
す
る
調
査
結
果

が
７
月
に
発
表
さ
れ
た
。
農
水
省
は
農
家
と
養
蜂
家
に
自
主

的
な
対
策
を
求
め
た
が
、
欧
州
な
ど
は
予
防
的
に
使
用
禁
止

な
ど
の
措
置
に
踏
み
切

っ
て
い
る
。
国
内
の
養
蜂
家
か
ら
も

規
制
を
望
む
声
が
強
い
。

度
に
全
国
の
養
蜂
家
か
ら
都
道

府
県
を
通
じ
て
連
絡
が
あ

っ
た

ハ
チ
の
大
量
死
１
９
８
件
の
原

因
を
初
め
て
詳
し
く
調
べ
た
。

ほ
と
ん
ど
の
被
害
地
の
周
辺

で
水
稲
が
栽
培
さ
れ
、
被
害
の

７
割
は
カ
メ
ム
シ
防
除
の
農
薬

が
散
布
さ
れ
る
時
期
だ

っ
た
。

こ
の
う
ち
死
骸
が
採
取
さ
れ
た

４９
件
を
分
析
す
る
と
、　
一
定
基

準
以
上
の
農
薬
成
分
が
３８
件
検

出
さ
れ
た
。
う
ち
ネ
オ

ニ
コ
系

は
２５
件
で
最
多
だ

っ
た
。

農
水
省
は

「水
稲
の
カ
メ
ム

シ
防
除
に
使
用
さ
れ
た
農
薬
が

原
因
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
」

と
結
論
づ
け
た
。
た
だ
、
ネ
オ

ニ
コ
系
が
多
い
の
は
利
用
量
が

多
い
た
め
で
、
影
響
の
強
さ
は

特
定
で
き
な
い
と
し
た
。

古
畑
徹

・
農
薬
対
策
室
長
は

「日
本
で
は
外
国
ほ
ど
深
刻
な

被
害
は
起
き
て
お
ら
ず
、
規
制

の
必
要
は
な
い
と
考
え

て
い

る
」
と
説
明
。
農
薬
使
用
者
と

養
蜂
家
が
情
報
を
共
有
し
、
巣

箱
の
設
置
場
所
や
農
薬
の
使
い

死
ん
だ
ハ
チ
か
ら
検
出
さ
れ
た

カ
メ
ム
シ
防
除
に
使
わ
れ
る

農
薬
成
分
の
内
訳

検
出
に
重
複
あ
り
。曲辰
林
水
産
省
の

ミ
ツ
バ
チ
被
害
事
例
調
査
か
ら

方
を
工
夫
す
る
よ
う
求
め
た
。

だ
が
、
養
蜂
家
の
感
覚
は
違

う
。
長
野
市
で
養
蜂
園
を
営
む

依
田
清
二
さ
ん
（
７２
）
は
ヽ
こ
の

８
年
で
３
回
も
、
農
薬
が
散
布

さ
れ
る
夏
に
多
く
の
ハ
チ
を
失

っ
た
。

「
ネ
オ

ニ
コ
系
が
出
て

く
る
ま
で
こ
ん
な
こ
と
は
な
か

っ
た
。
日
本
で
も
使
わ
な
い
で

は
し
い
」
と
訴
え
る
。

最
初
は
０８
年
８
月
中
旬
。
あ

る
日
突
然
、
巣
箱
の
前
に
多
数

の
死
骸
が
広
が

っ
て
い
た
。
巣

箱
の
中
に
あ
る
巣
を
引
き
出
す

と
、
び

っ
し
り
い
る
は
ず
の
ハ

チ
が
ま
ば
ら
に
な

っ
て
い
た
。

約

４０
年

の
養
蜂
業

で
初
め

て

の
、
急
な
死
に
方
だ

っ
た
。

周
辺
の
水
田
で
は
、
そ
の
年

か
ら
農
協
が
ネ
オ
ニ
コ
系
農
薬

の
使
用
あ

っ
せ
ん
を
始
め
た
と

聞
い
た
。
死
ん
だ
ハ
チ
を
民
間

検
査
機
関
で
分
析
す
る
と
、
ネ

オ

ニ
コ
系
の
成
分
が
出
た
。
こ

の
年
の
県
内
の
被
害
は
７
カ
所

に
の
ぼ
り
、
県
養
蜂
協
会
か
ら

県
に
被
害
防
止

へ
の
協
力
を
要

請
。
関
係
者
で
農
薬
散
布
時
刻

や
巣
箱
の
場
所
な
ど
の
情
報
交

換
を
始
め
た
が
、

０９
年
、

１３
年

に
も
被
害
が
出
た
。

「
ハ
チ
に

影
響
の
あ
る
農
薬
を
規
制
し
て

ほ
し
い
」
と
の
声
は
全
国
各
地

で
あ
が

っ
て
い
る
と
い
う
。

大量死 ミツバチから農薬

花の蜜を集めるミツ
バチ=岩下毅撮影

ネ
オ
ニ
コ
系
は
有
機
リ
ン
系

農
薬
の
代
替
と
し
て
開
発
さ
れ

た
殺
虫
剤
。
人
や
魚
な
ど

へ
の

毒
性
が
比
較
的
少
な
く
、
カ
メ

農
水
省
工
大
で
対
応
を

養
蜂
家
規
制
が
必
要

ム
シ
な
ど
の
防
除
効
果
が
高
い

と
さ
れ
る
。
日
本
で
は
１
９
９

２
年
以
降
、
ク

ロ
チ
ア
ニ
ジ
ン

な
ど
７
種
が
登
録
さ
れ
、
水
稲

な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、
登

場
し
た
時
期
と
ミ
ツ
バ
チ
の
大

量
失
踪
や
大
量
死
が
報
告
さ
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
時
期
が
重
な

る
た
め
、
世
界
的
に
因
果
関
係

が
疑
わ
れ
て
い
る
。

農
水
省
は
２
０
１
３
～
１５
年

通
常
の
巣
箱
の
内
部
。
多

く
の
ハ
チ
が
群
が

っ
て
い

る
＝
７
月
、
長
野
市

大
量
死
が
見
つ
か
っ
た
時
の
巣
箱

の
内
部
。
中
に
い
る
の
は
、
ま
だ

外
に
出
た
こ
と
の
な
い
若
い
ハ
チ

ば
か
り
だ

っ
た
＝
２
０
０
９
年
、

長
野
市
、
依
田
清
二
さ
ん
提
供

欧
州
は
予
防
的
に
使
用
禁
止

海
外
で
は
、

００
年
代
半
ば
か

ら
北
米
な
ど
を
中
心
に
大
量
の

働
き
バ
チ
が
短
期
間
で
い
な
く

な
る
蜂
群
崩
壊
症
候
群

（
Ｃ
Ｃ

Ｄ
）
の
報
告
が
相
次
ぎ
、
ネ
オ

ニ
コ
系
が
ハ
チ
の
行
動
な
ど
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
研
究

成
果
の
発
表
が
続
い
て
い
る
。

・３
年
に
は
欧
州
委
員
会
が
、

予
防
原
則
に
基
づ
い
て
３
種
の

ネ
オ
ニ
コ
系
農
薬
の
使
用
禁
止

を
決
定
。
米
国
、
台
湾
、
韓
国

な
ど
も
暫
定
使
用
禁
止
な
ど
の

規
制
を
導
入
し
た
。

日
本
は
、
実
質
的
な
規
制
が

な
い
だ
け
で
な
く
、
ネ
オ

ニ
コ

系
農
薬
の
新
規
登
録
や
適
用
拡

大
な
ど
、
世
界
と
は
逆
の
政
策

を
進
め

て
い
る
。
農
水
省
は
、

商
品
価
値
を
大
き
く
下
げ
る
斑

点
米
の
原
因
に
な
る
カ
メ
ム
シ

の
防
除
に
効
果
が
高
く
、
規
制

は
稲
作
農
家

へ
の
影
響
が
大
き

い
こ
と
も
理
由
に
挙
げ
る
。

だ
が
ヽ

・４
年
に
中
立
的
な
国

際
科
学
者
チ
ー
ム
が
ま
と
め
た

評
価
書

で
は
、
ネ
オ

ニ
コ
系
は

土
壌
に
数
年
間
残
留
し
、
食
物

を
通
し
て
ミ
ミ
ズ
や
鳥

、
魚
な

ど
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
結
論
づ

け

た

。

ミ

ツ

バ

チ

だ

け

で
な

く
、
生
態
系
全
体

へ
の
影
響
も

懸
念
さ
れ
て
い
る
。

（奥
村
輝
、
編
集
委
員

・
石
井
徹
）


